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№１８０№１８０

令和元年 (2020 年 )令和元年 (2020 年 )

Ｐ１４　けいじばん

Ｐ１６　カレンダー

Ｐ１８　介護保険のおはなし

Ｐ２０　香美町おさかな通信

今月の主な内容今月の主な内容
Ｐ２　特集　～みらいを創る～　第 2期 香美町総合戦略

Ｐ４　おしらせ　令和元年度児童生徒表彰　令和元年度児童生徒表彰　ほか

Ｐ７　連載　けんこう広場　ほか

Ｐ１２　フォトニュース

表紙　雪が降って本当にうれしい！！「射添小学校スキー教室」　　
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12,581

11,815

11,399

10,419

9,076

10,271

（人）

自然動態：年少人口の維持

社会動態：転出抑制、転入促進

第２期 香美町総合戦略第２期 香美町総合戦略

　

本
町
で
は
、
２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
に
制
定
さ
れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
に
基
づ
き
、
２

０
１
５
年
（
平
成
27
年
）
10
月
に
第
１
期
香
美
町
総
合
戦
略
を
策
定
し
、
本
町
の
人
口
の
現
状
と
将
来
目
指
す
べ

き
目
標
人
口
を
踏
ま
え
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
を
図
る
べ
く
施
策
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
第
１
期
の
計
画
期
間
が
３
月
末
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
成
果
や
課
題
の
分
析
を

行
い
、
若
者
や
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
魅
力
が
あ
り
、
高
齢
者
が
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
「
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
」
と
「
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
」
を
目
指
す
、
第
２
期
香
美
町
総
合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。

人
口
減
少
対
策
と
地
域
活
性
化
の
た
め
に

人
口
減
少
対
策
と
地
域
活
性
化
の
た
め
に

～みらいを創る～～みらいを創る～

　

本
町
の
人
口
分
析
と
人
口
の
変
化
が
将
来
に
与
え
る
影
響

を
示
す
、
香
美
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
（
第
２
版
）
で
は
、
人
口

減
少
を
克
服
す
る
こ
と
は
困
難
と
し
な
が
ら
も
、
若
い
世
代

の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、
か
つ
、
年
少
人
口
（
０
歳

〜
15
歳
）
を
維
持
す
る
た
め
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
、

ふ
る
さ
と
教
育
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
ま
ち
を
愛
し
、
ま
ち

の
活
性
化
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
で
、
持
続
可

能
で
自
立
性
の
高
い
地
域
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
２
０
２
５
年
の
目
標
人
口
を
約
１
万
５
１
０
０
人
、

２
０
４
５
年
の
目
標
人
口
を
約
１
万
３
０
０
人
と
定
め
て
い

ま
す
。

　

本
町
の
人
口
減
少
の
主
な
要
因
は
次
の
２
つ
で
す
。

①
若
者
の
転
出
超
過

　

 「
就
職
・
進
学
期
」
に
あ
た
る
10
代
で
の
転
出
数
が
、「
大

学
・
専
門
学
校
卒
業
時
の
就
職
期
」
に
あ
た
る
20
代
で
の

転
入
数
を
上
回
る
「
若
者
の
転
出
超
過
」
に
よ
る
若
者
の

減
少

②
晩
婚
化
や
未
婚
率
の
上
昇
と
出
生
数
の
低
下

　

 

住
宅
事
情
や
通
勤
事
情
に
よ
る
「
出
産
適
齢
期
の
夫
婦
の

近
隣
市
町
へ
の
転
出
」
と
、
晩
婚
化
や
未
婚
率
の
上
昇
に

よ
る
出
生
数
の
低
下

将
来
の
目
標
人
口

将
来
の
目
標
人
口

香
美
町
の
人
口
減
少
の
主
な
要
因

香
美
町
の
人
口
減
少
の
主
な
要
因

　

前
記
の
要
因
で
若
者
や
子
ど
も
が
減
少
し
、
さ
ら
に
、
転

入
し
た
若
者
の
子
ど
も
や
生
ま
れ
た
子
ど
も
が
成
長
し
、
大

学
・
専
門
学
校
な
ど
に
進
む
段
階
で
、
再
度
大
幅
な
「
転
出

超
過
」
と
な
る
悪
循
環
に
よ
っ
て
、
今
後
も
人
口
減
少
が
見

込
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
人
口
減
少
対
策
と
地
域
活
性
化

の
決
め
手
と
し
て
、「
若
者
の
移
住
と
定
住
の
促
進
」
を
掲
げ
、

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

人口ビジョン（第２版）に掲げる
目標人口と推計人口
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総合戦略の4つの柱総合戦略の4つの柱

⇦

①安定した就労の場を創出する ②香美町への新しいひとの流れをつくる

■地域産業の競争力強化

　＜商工分野、農林水産分野、観光分野＞

■香美町への人材還流と就労対策

具体的な取組内容

・多様な就業の場の確保と人材育成の推進

・ 「美方郡産但馬牛」の増頭と更なるブランド化の

推進

・日本海随一の「水産のまち香住」の再興

・作業の省力化を目指したスマート農業の推進

・観光協会の統合による観光振興の一体的な推進

■魅力発信により新しいひとの流れをつくる

■若者が暮らしたいと思える環境整備

■地域資源を活かした集客と交流の促進

具体的な取組内容

・ 移住希望者と地域住民が不安を感じることのない

受入体制の整備

・ 新技術、業務分野を担う起業、創業、事業継承へ

の支援

・ インターンシップなど、新規就業者の発掘と事業

者へのマッチング支援

・Ｕターン就職者、希望者への支援　など

③結婚、出産、子育ての希望をかなえる ④安心な暮らしを守り、周辺地域と連携する

■結婚・妊娠・出産・子育ての切れ目ない支援

■子ども・子育て支援の充実

■子どもを生み育てやすい環境整備

具体的な取組内容

・若者のライフプランを設計する機会の提供

・ 子育て経験を活かした同世代の母親による妊産婦

へのサポート

・授業への積極的なＩＣＴ活用の推進

・ 企業へのワーク・ライフ・バランスの普及啓発と

推進企業の認定

・第 3子以降を育てる世帯への支援　など

■地域コミュニティによるふるさとづくり

■安全・安心な暮らしづくり

■持続可能な地域づくり

具体的な取組内容

・ 新しい地域コミュニティの活動を補完するための

人的、財政的支援

・ 医療や介護などを一体的に提供する地域包括ケア

システムの構築　

・ ＩＣＴやＡＩの医療、福祉への活用及び生活利便

性向上への調査研究　など

香美町に関わる全ての人が
このまちの良さを知り、
このまちを好きになり、

地域への愛着や誇りを育み、
「このまちに住み続けたい」
「このまちで何かを成し遂げた
い」と考え、その思いを

次世代へ受け継ぐまちづくりの
実現を目指します。

しごと
づくり

まち
づくり

交流

ひと
づくり

人口減少対策・地域活性化の決め手
◎若者の移住と定住の促進

総合戦略の
「4つの柱」の着実な
推進が必要
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●
問
い
合
わ
せ
先　

町
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

令
和
元
年
度
児
童
生
徒
表
彰

令
和
元
年
度
児
童
生
徒
表
彰

西
谷 

陵
り
ょ
う

（
兎
塚
小
学
校
５
年
）

　

 

兵
庫
県
「
歯
・
口
の
健
康
に
関
す
る
図
画

・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」

　
　

知
事
賞

●
寺
川 

明あ

い依
（
香
住
第
一
中
学
校
１
年
）

　

兵
庫
県
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
展

　
　

最
優
秀
賞

●
井
上 

真ま

り

あ

里
愛 

（
村
岡
中
学
校
２
年
）

　

 

第
68
回
近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第

26
回
近
畿
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

　
　

女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

　
　

第
２
位

●
坂
本 

歩ほ

だ

か崇
（
村
岡
中
学
校
３
年
）

　

 

第
68
回
近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第

26
回
近
畿
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

　
　

男
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

　
　

第
３
位

●
田
中 

瑠り

ゅ

う

き紀
（
村
岡
中
学
校
２
年
）

　

第
58
回
兵
庫
県
中
学
校
卓
球
新
人
大
会

　
　

男
子
シ
ン
グ
ル
ス　

第
１
位

●
中
村 

祐ゆ

う

き希
（
村
岡
中
学
校
３
年
）

　

 

全
国
中
学
校
体
育
大
会
・
第
57
回
全
国
中

学
校
ス
キ
ー
大
会

　

本
年
度
、
文
化
や
芸
術
、
体
育
な
ど
で
顕

著
な
成
績
を
あ
げ
た
町
内
の
児
童
・
生
徒
に

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

町
長
表
彰

町
長
表
彰

　

令
和
元
年
度
児
童
生
徒
表
彰
で
町
長
表
彰

を
受
賞
し
た
中
村
祐
希
さ
ん
は
、
先
月
７
日
、

長
野
県
の
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ
れ

た
第
57
回
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
に
出
場

し
、
前
回
大
会
に
引
き
続
き
５
位
入
賞
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

同
大
会
２
年
連
続
の
入
賞
は
、
本
町
初
の

快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

全
中
ス
キ
ー
５
位
入
賞

全
中
ス
キ
ー
５
位
入
賞

　
　
　

　
　
　

中
村
祐
希
さ
ん

中
村
祐
希
さ
ん

▲兎塚小学校 5年　西谷  陵さん

▲村岡中学校 2年　井上 真里愛さん

▲村岡中学校３年　坂本 歩崇さん▲村岡中学校　田中 瑠紀さん

▲香住第一中学校 1年　寺川 明依さん

　
　

女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム 

　
　

第
５
位

　

 

第
68
回
近
畿
中
学
校
総
合
体
育
大
会
・
第

26
回
近
畿
中
学
校
ス
キ
ー
大
会

　
　

女
子
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム 

　
　

第
１
位
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けいじばんけいじばんカレンダーカレンダー おしらせおしらせフォトニュースフォトニュース 連　載連　載

教
育
長
表
彰

教
育
長
表
彰

●
東 

結ゆ

い衣
（
香
住
小
学
校
１
年
）

　

兵
庫
県
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
展

　
　

金
賞

●
尾
崎 

舜し

ゅ

ん

た太
（
香
住
小
学
校
２
年
）

　

 

第
65
回
青
少
年
読
書
感
想
文
兵
庫
県
コ
ン

ク
ー
ル

　
　

兵
庫
県
学
校
図
書
館
協
議
会
長
賞

●
石
田 

圭け

い

（
香
住
小
学
校
５
年
）

　

第
31
回
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
全
国
児
童
作
品
展

　
　

絵
画
の
部　

銀
賞

●
荒
川 

舜
し
ゅ
ん

（
香
住
小
学
校
６
年
）

　

小
学
生
高
学
年
の
税
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー

　
　

近
畿
納
税
貯
蓄
組
合
総
連
合
会
会
長
賞

●
河　

 

聖せ

な菜
（
香
住
第
一
中
学
校
２
年
）

　

兵
庫
県
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
展

　
　

金
賞

●
香
住
第
一
中
学
校　
　

　

第
92
回
兵
庫
県
小
・
中
・
高
校
絵
画
展

　
　

兵
庫
県
教
育
委
員
会
賞

●
山
本 

拓ひ

ろ

き輝
（
香
住
第
二
中
学
校
３
年
）

　

第
79
回
全
国
教
育
美
術
展

　
　

特
選

●
吉
田 

涼
り
ょ
う
す
け介

（
香
住
第
二
中
学
校
３
年
）

　

第
79
回
全
国
教
育
美
術
展

　
　

特
選

●
西
谷 
悠ゆ

う

き希
（
村
岡
中
学
校
１
年
）

　

兵
庫
県
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
展

　
　

金
賞

●
岡
本 

華は

な

み望
（
村
岡
中
学
校
１
年
）

　

第
58
回
兵
庫
県
中
学
校
卓
球
新
人
大
会

　
　

女
子
シ
ン
グ
ル
ス　

第
２
位

●
村
岡
中
学
校　

男
子
卓
球
部

　

第
58
回
兵
庫
県
中
学
校
卓
球
新
人
大
会

　
　

団
体
の
部　

第
３
位

▲香住小学校 1年　東 結衣さんの作品

▲村岡中学校 1年　西谷 悠希さんの作品

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
特
徴

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
ウ
イ
ル

ス
性
の
風
邪
の
一
種
で
す
。
発
熱
や
の
ど
の

痛
み
、
咳
が
１
週
間
前
後
続
く
こ
と
が
多
く
、

強
い
だ
る
さ
（
倦
怠
感
）
を
訴
え
る
人
が
多

い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

●
日
常
生
活
で
気
を
付
け
る
こ
と

　

■
手
洗
い
・
う
が
い

　

 　

外
か
ら
帰
っ
た
時
は
、
特
に
こ
ま
め
に
、

手
洗
い
・
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

■
感
染
に
強
い
体
づ
く
り

　

 　

十
分
な
睡
眠
や
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
、

適
度
な
運
動
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

■
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

　

 　

マ
ス
ク
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
マ
ス
ク
が

な
い
と
き
は
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ハ
ン
カ
チ
、

服
の
袖
な
ど
で
鼻
と
口
を
覆
い
ま
し
ょ
う
。

　

■ 

人
混
み
を
避
け
る

　

 　

極
力
、
不
要
不
急
の
外
出
を
控
え
、
人

が
大
勢
集
ま
る
と
こ
ろ
、
限
ら
れ
た
空
間

な
ど
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

● 

次
の
症
状
の
あ
る
人
は
相
談
を

・ 

風
邪
の
症
状
や
37
･
５
度
以
上
の
発
熱
が

４
日
以
上
続
い
て
い
る
。

・ 

強
い
だ
る
さ
（
倦
怠
感
）
や
息
苦
し
さ
が

あ
る
。

・ 

高
齢
者
や
基
礎
疾
患
が
あ
る
人
、
妊
婦
の

人
で
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
２
日
程
度
続
い

て
い
る
。

●
問
い
合
わ
せ
（
相
談
）
先

豊
岡
健
康
福
祉
事
務
所

℡ 

０
７
９
６
・
26
・
３
６
６
０
（
平
日
９
時

〜
17
時
30
分
）

24
時
間
対
応
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

℡
０
７
８
・
３
６
２
・
９
９
８
０

※ 

相
談
の
結
果
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
疑
い
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は

専
門
の
「
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
」
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
公

共
交
通
機
関
の
利
用
を
避
け
て
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　

 　

な
お
、
現
時
点
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
人
よ
り
、
そ
れ
以
外
の
病

気
の
人
の
方
が
圧
倒
的
に
多
い
状
況
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
以
外
の
発

症
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
、
通
常
と
同
様
に

か
か
り
つ
け
医
な
ど
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

感
染
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
た
感
染
症
対
策

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
た
感
染
症
対
策

　

現
在
、
日
本
各
地
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
患
者
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
、
感

染
症
の
特
徴
や
注
意
点
な
ど
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
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●
問
い
合
わ
せ
（
縦
覧
・
閲
覧
・
提
出
）
先　

役
場
税
務
課
・
各
地
域
局

役
場
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

役
場
税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

障
害
の
あ
る
人
ま
た
は
そ
の
人
と
生
計
を

一
に
す
る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車
な
ど
の

う
ち
、
障
害
の
あ
る
人
の
た
め
に
継
続
的
に

使
用
さ
れ
る
車
両
に
は
「
軽
自
動
車
税
の
減

免
措
置
」
が
あ
り
ま
す
。

減
免
申
請
書
提
出
期
間

　

４
月
１
日
（
水
）
〜
６
月
１
日
（
月
）

提
出
書
類

・
軽
自
動
車
税
減
免
申
請
書

・
運
転
者
の
運
転
免
許
証
の
写
し

・ 

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
写
し

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
分
か
る
も
の

注
意
事
項

　

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
る
と
、
自
動

　

軽
自
動
車
な
ど
を
取
得
、
廃
車
、
譲
渡
し

た
と
き
、
ま
た
は
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は

申
告
が
必
要
で
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

　

原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自
動

車
に
関
す
る
申
告
事
項
と
必
要
な
も
の
は
次

の
と
お
り
で
す
。

※ 

小
型
特
殊
自
動
車
に
該
当
す
る
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

ト
や
乗
用
装
置
の
あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ

イ
ン
な
ど
に
は
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
車
両
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、
標
識

交
付
申
請
を
し
て
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

（注） 軽自動車は、所有していることに基づいて課税されます。

公道走行の有無とは関係ありません。

　

納
税
義
務
者
は
、
自
分
が
納
付
す
べ
き
固

定
資
産
税
に
係
る
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
が
、

町
内
の
ほ
か
の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
と
比

べ
て
適
正
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
（
水
）
〜
４
月
30
日
（
木
）
の

平
日
で
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

縦
覧
で
き
る
人

　

固
定
資
産
税
納
税
義
務
者

　

※
手
数
料
は
無
料

縦
覧
で
き
る
帳
簿

・ 

土
地
の
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者

　

「
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」

　
　

 （
土
地
の
所
在
地
、
地
目
、
地
積
お
よ
び
価
格
）

・ 

家
屋
の
固
定
資
産
税
納
税
義
務
者

　

「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」

　
　

 （
家
屋
の
所
在
地
、
家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、

床
面
積
お
よ
び
価
格
）

※ 

縦
覧
希
望
者
は
、
納
税
通
知
書
、
ま
た
は

本
人
確
認
の
で
き
る
書
類
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

　

納
税
義
務
者
は
、
自
分
が
所
有
す
る
固
定

資
産
の
課
税
台
帳
を
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

ま
た
借
地
・
借
家
人
は
、
賃
貸
借
契
約
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
固
定
資
産
の
課
税
台
帳

を
閲
覧
で
き
ま
す
。

閲
覧
時
間

　

平
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

手
数
料

　

 

１
件
３
０
０
円
（
土
地
は
５
筆
ま
で
、
家

屋
は
５
棟
ま
で
を
１
件
と
し
ま
す
）

　

※
た
だ
し
、
縦
覧
期
間
中
は
無
料

※ 
納
税
義
務
者
以
外
の
人
は
、
賃
貸
借
契
約

書
な
ど
権
利
が
確
認
で
き
る
書
類
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

車　種 申告先

原動機付自転車
小型特殊自動車

役場税務課または各地域局

軽自動車（二輪）
二輪の小型自動車

神戸運輸監理部姫路自動車検査
登録事務所
℡ 050・5540・2067

軽自動車（三輪・四輪）
軽自動車検査協会兵庫事務所姫
路支所
℡ 050・3816・1848

申告事項 必要なもの

新規取得
（標識交付申請）

・販売店から購入したとき 販売証明書、印鑑

・町外から転入したとき
・町外の人から譲り受けたとき

他市区町村で交付された廃車証明書、
印鑑

名義変更 ・町内の人から譲り受けたとき
登録票、譲り渡す人と譲り受ける人
双方の印鑑

廃車
・使用不能となったとき
・町外へ転出するとき
・町外の人へ譲り渡すとき

ナンバープレート、登録票、印鑑

盗難にあったとき
警察署の盗難届受理証明書、登録票、
印鑑

令
和
２
年
度
固
定
資
産
評
価
額
の
縦
覧

令
和
２
年
度
固
定
資
産
評
価
額
の
縦
覧

固
定
資
産
税
台
帳
の
閲
覧

固
定
資
産
税
台
帳
の
閲
覧

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請

軽
自
動
車
な
ど
の
申
告
に
つ
い
て

軽
自
動
車
な
ど
の
申
告
に
つ
い
て

車
税
（
県
税
）
の
減
免
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
も
利
用
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
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けけ
んん

ここ
うう広

場
広
場

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間

〜
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
〜

〜
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
〜

●
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
健
康
課

気
づ
き

気
づ
き

変
化
に
気
づ
い
て
声
を
掛
け
る

　

あ
な
た
の
周
り
に
「
眠
れ
な
い
」、「
食
欲

が
な
い
」、「
口
数
が
減
っ
た
」
な
ど
、
普
段

と
様
子
が
違
う
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
相
手
の

変
化
に
気
づ
く
こ
と
が
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
へ

の
第
一
歩
で
す
。
変
化
に
気
づ
い
た
ら
、
勇

気
を
出
し
て
「
疲
れ
て
い
る
み
た
い
だ
け
ど

眠
れ
て
い
る
？
」「
元
気
が
な
い
け
ど
大
丈

夫
？
」
な
ど
、
自
分
に
で
き
る
声
か
け
を
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う
促
す

　

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
精
神
的
に
追
い

込
ま
れ
て
い
る
場
合
や
、
意
欲
・
思
考
力
が

低
下
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
い
え
ま
す
。

そ
の
場
合
、「
相
談
に
行
っ
た
ら
？
」
と
勧

め
て
も
、
自
分
で
は
相
談
に
行
け
な
い
ケ
ー

ス
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
ま
ず
は
具
体
的
な
相

　

警
察
庁
の
統
計
に
よ
る
２
０
１
９
年
の
自

殺
者
数
は
１
９
７
８
年
の
統
計
開
始
以
来
、

初
め
て
２
万
人
を
割
り
込
み
ま
し
た
。
し
か

し
、
依
然
と
し
て
２
万
人
近
く
あ
る
深
刻
な

状
況
で
す
。

　

本
町
で
は
「
香
美
町
自
殺
対
策
計
画
」（
計

画
期
間　

令
和
元
年
度
〜
令
和
10
年
度
）
に

基
づ
き
、
誰
も
が
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ

と
の
な
い
町
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
対

策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
自
殺
を
予
防
す
る
た
め
に
重
要

な
役
割
を
担
う
「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」
を
増

や
す
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

談
機
関
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
、
本
人
の
意
思

を
尊
重
し
な
が
ら
、
適
切
な
支
援
に
つ
な
ぐ

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
は
身
近
な
役
場
健
康
課
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
他
に
も
次
の
よ
う
な
相
談
窓
口
が

あ
り
ま
す
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

℡ 

０
５
７
０
・
０
６
４
・
５
５
６

　

（
24
時
間
・
年
中
無
休
）

■
兵
庫
県
い
の
ち
と
心
の
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル

℡ 

０
７
８
・
３
８
２
・
３
５
６
６

　

（
月
〜
金
）
午
後
６
時
〜
翌
午
前
８
時
30
分

　

（
土
・
日
・
祝
日
）
24
時
間

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は

　

自
殺
を
考
え
て
い
る
人
は
、
口
に
は
出
さ

な
く
て
も
何
ら
か
の
サ
イ
ン
を
出
し
て
い
る

こ
と
が
多
く
、
そ
の
サ
イ
ン
に
気
づ
き
、
自

殺
に
至
ら
な
い
よ
う
に
行
動
す
る
人
を
ゲ
ー

ト
キ
ー
パ
ー
（
命
の
門
番
）
と
呼
び
ま
す
。

誰
で
も
、
い
つ
で
も
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
な

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に
は
次
の
４
つ
の
役
割

が
あ
り
ま
す
。

傾
聴
傾
聴

相
手
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
耳
を
傾
け
る

　

悩
み
を
打
ち
明
け
る
こ
と
は
と
て
も
勇
気

の
い
る
こ
と
で
す
。
も
し
打
ち
明
け
ら
れ
た

ら
、
こ
れ
ま
で
の
苦
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
耳
を

傾
け
ま
し
ょ
う
。
話
の
内
容
が
正
し
い
か
否

か
と
い
う
こ
と
以
上
に
、
相
手
が
ど
う
感
じ

て
い
る
か
察
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
相
手

の
気
持
ち
を
受
け
入
れ
、「
辛
い
ね
、
よ
く

話
し
て
く
れ
た
ね
」
と
共
感
し
、
ね
ぎ
ら
い

の
言
葉
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

も
し
「
死
に
た
い
」
と
言
わ
れ
た
ら

　

「
そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
て
は
だ
め
だ
」
と

否
定
し
た
り
「
生
き
て
い
れ
ば
良
い
事
が
あ

る
」
と
励
ま
し
た
り
す
る
こ
と
は
控
え
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
よ
う
な
対
応
は
自
分
の
気
持

ち
を
理
解
し
て
く
れ
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

た
だ
「
死
ん
で
ほ
し
く
な
い
」
と
い
う
気
持

ち
を
伝
え
る
こ
と
は
否
定
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
死
に
た
い
」
を
受
け
入
れ
る
の
で
は

な
く
、
死
に
た
い
ほ
ど
の
「
辛
さ
」
に
耳
を

傾
け
、
受
け
入
れ
ま
し
ょ
う
。

つ
な
ぎ

つ
な
ぎ

見
守
り

見
守
り

● 

温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
じ
っ
く
り
と

見
守
る

　

専
門
家
に
つ
な
い
だ
後
も
「
変
わ
ら
ず
見

守
っ
て
い
る
」
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
傷
つ

い
た
心
が
回
復
す
る
に
は
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
焦
ら
ず
温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
見
守

り
ま
し
ょ
う
。
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●問い合わせ先　町教育委員会こども教育課

　町教育委員会では「ふるさとに学び　夢や志を抱き　ふるさと香美を大切にする人づくり」を基本目標に、

さまざまな取組を行っています。

　人格形成の基礎を培う幼児期に、自己の成長の原点である町内の自然や文化、伝統に、遊びや体験を通して

触れることで、ふるさとをしっかりと心に刻みます。

　そして、後に続く小学校、中学校生活での更なる体験学習につなげることで、「ふるさとのよさ」を伝えて

いきます。

幼児期での「学びの芽生え」の確立に向けて ㊦幼児期での「学びの芽生え」の確立に向けて ㊦

おじろの森のこども園～小代認定こども園～

　小代認定こども園の今年のテーマは「ふるさとに遊ぶ」。ふる

さと小代を子どもたちの脳裏に焼き付けたいという思いから、ふ

るさと巡りとふるさと体験を行いました。

　園舎の裏山は、まさしく子どもたちの絶好の遊び場所。いろん

な木や草、花が咲き乱れ、たくさんの昆虫が生きた教材として子

どもたちの目に飛び込んできます。

　秋には、柿をとり、栗を拾い、山芋を掘ってみんなで食べまし

た。渋柿をつるして作った干し柿は最高のおやつ。
▲園舎の裏山にて

▲うへ山の棚田にて

　「小代といえばここ」という場所。県内で一番大きな小
こ な が た わ

長辿の大ト

チの木や裏見の滝で有名な吉滝、日本の棚田百選の一つであるうへ山

の棚田を踏破しました。

　また、今年 15年ぶりに開通した国道 482 号を通って、生まれて初

めての小代渓谷を散策しました。

　子どもたちは五感で小代の自然を感じ、味わい、その美しさや不思

議さに気づき、自然体験の中から自発的で主体的な遊びを通じて、い

ろいろな形で感性を育みました。

▲吉滝にて ▲小代渓谷を散策する子どもたち
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こ
ん
に
ち
は
。
香
美
町
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
西
川
梓
で
す
。
観
光
情
報
発
信
推
進
業

務
担
当
で
、
役
場
観
光
商
工
課
に
所
属
し
、

主
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
を
発
信
を
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
春
か
ら
秋
に
か
け
て
「
香
美
町

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
フ
ォ
ト
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
先
月
10
日
に
は
、
そ
の

冬
版
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
ハ
チ
北
高
原
ス

キ
ー
場
で
「
＃
か
み
フ
ォ
ト
」
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

ス
キ
ー
場
に
来
て
い
る
人
た
ち
を
カ
メ
ラ
マ

ン
（
私
）
が
撮
影
し
、
そ
の
写
真
を
そ
の
場

で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
写

真
と
、
ス
キ
ー
場
の
様
子
な
ど
を
「
＃
か
み

フ
ォ
ト
」「
＃
ハ
チ
北
」
の
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ

を
付
け
て
参
加
者
自
身
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

ア
カ
ウ
ン
ト
で
投
稿
し
て
も
ら
い
ま
す
。
投

稿
し
て
く
れ
た
人
の
中
か
ら
抽
選
で
本
町
の

特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う
も
の
で

す
。

　

参
加
者
は
主
に
男
性
グ
ル
ー
プ
や
家
族
連

れ
な
ど
で
し
た
。
投
稿
に
は
、
ス
キ
ー
や
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
を
楽
し
ん
で
い
る
写
真
と
共
に
、

「
ハ
チ
北
ス
キ
ー
場
最
高
！
」「
雪
が
降
っ
て

く
れ
て
良
か
っ
た
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　

若
い
世
代
に
本
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
い
、

そ
の
投
稿
を
見
た
人
に
本
町
を
知
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
機
会
を
作
る
こ
と
が
「
＃
か
み

フ
ォ
ト
」
の
目
的
な
の
で
、
こ
う
し
て
本
町

の
良
い
と
こ
ろ
を
伝
え
て
も
ら
え
て
、
私
と

し
て
も
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
加

え
て
、
今
年
は
暖
冬
の
影
響
で
ど
こ
の
ス

キ
ー
場
も
集
客
に
苦
労
し
て
い
る
状
況
だ
っ

た
の
で
、
ス
キ
ー
場
で
楽
し
ん
で
い
る
投
稿

を
見
て
、
少
し
で
も
お
客
さ
ん
が
増
え
た
ら

良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
私
は
来
年
度
で
任
期
３
年
目
、
協

力
隊
と
し
て
は
最
後
の
年
に
な
り
ま
す
。
私

が
こ
の
町
で
や
り
た
い
こ
と
を
し
っ
か
り
考

え
、
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲「#かみフォト」で来場者を撮影する西川隊員

香美町香美町
地域おこし地域おこし
協力隊日記協力隊日記
第36話第 36話

　これから暖かくなり、春の陽気に誘われて花見な

ど外出する機会が増える季節を迎えます。

　しかし、3月から 5月にかけては、日本付近で急

速に発達した低気圧によって「春の嵐」や「メイス

トーム（5月の嵐）」と呼ばれる台風並みの暴風が

発生しやすい季節です。

　暴風に関する気象情報や「強風注意報」や「暴風

警報」に注意して、早めに強風に対する備えをして

ください。

強風への備え

・ 家の周囲やベランダに置いてある物干し竿や植木

鉢など倒れやすいものは固定するか、家の中に入

れる。

・屋根や雨戸、シャッターを点検して補強する。

・窓ガラスに飛散防止用のフィルムを貼る。

春の嵐に要注意春の嵐に要注意

●問い合わせ先　役場防災安全課
　これからの季節は空気が乾燥し、強い風が吹くこ

とにより、火災が起きやすいため注意が必要です。

　令和元年中に美方広域消防本部管内で起きた火

災は 21件で、冬季（12月～ 2月）の 3件に比べて、

春季（3月～ 5 月）は 8件と多く、冬より春のほ

うが火災が発生しやすいといえます。

　火災の出火原因は、「たき火、火入れ、焼却火」

が 6件で最も多くなっています。火を取り扱う際

には、確実に消火し、責任を持って後始末をしま

しょう。

野焼きストップ

　野焼きは法律で原則禁止されています。野焼きを

した人は「5年以下の懲役、もしくは 1,000 万円以

下の罰金またはその両

方」が科せられます。

　野焼きによる煙の悪

臭や大気汚染など周囲

に悪影響を及ぼすこと

もありますのでやめま

しょう。

春は火災のおきやすい季節春は火災のおきやすい季節

▲ 野焼きが原因で発生した火災の現場。近くに水利
がなく、消火活動は困難を極めました

◀観光商工課公式インスタグラム
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●問い合
わせ先

　いきい
き相談セ

ンター（
役場福祉課

内）

　℡ 07
96・36

・4004
（直通）

　

本
町
で
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
場

所
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
し
て

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
認
知
症
を
正
し

く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族

を
支
え
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を

養
成
す
る
講
座
で
す
。
２
０
２
５
年
に

は
、
65
歳
以
上
の
約
５
人
に
１
人
が
認

知
症
に
か
か
る
と
予
想
さ
れ
、
誰
も
が

な
り
う
る
病
気
と
い
え
ま
す
。
家
族
が
、

自
分
が
、
地
域
の
人
が
、
認
知
症
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
備
え
ま
し
ょ

う
。

「
認
知
症
」
の
特
徴

　

認
知
症
に
は
大
き
く
分
け
て
次
の
２

つ
の
症
状
が
あ
り
ま
す
。

① 

記
憶
力
・
判
断
力
の
低
下
、
日
時
・

場
所
が
わ
か
ら
な
く
な
る
な
ど
、
多

く
の
人
に
共
通
し
て
現
れ
る
症
状
で

す
。
こ
れ
ら
は
症
状
の
進
行
と
共
に

増
え
て
い
き
ま
す
。

② 

本
人
の
性
格
や
環
境
な
ど
の
影
響
に

よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
行
動
心
理
症

状
で
す
。
具
体
的
に
は
、
物
盗
ら
れ

妄
想
や
徘
徊
、
幻
覚
な
ど
で
、
一
見

不
可
解
に
思
え
る
行
動
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
不
安
感
や
悔

し
さ
、
つ
ら
さ
を
感
じ
る
状
況
を
何

と
か
し
よ
う
と
、
脳
が
行
動
を
促
し

た
結
果
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

認
知
症
は
、
完
治
す
る
こ
と
は
難
し

い
病
気
で
す
が
、
周
囲
の
人
が
温
か
く

見
守
り
、
正
し
く
接
す
る
こ
と
で
症
状

が
緩
和
さ
れ
、
穏
や
か
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

　

認
知
症
に
つ
い
て
学
び
、
正
し
く
理

解
し
、
地
域
の
中
で
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
を
見
守
り
そ
っ
と
手
助
け
す
る

人
で
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か

　
　
　
　

「
オ
レ
ン
ジ
の
リ
ン
グ
が
目
じ
る
し
」

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
に
は

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
に
は

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
の

受
講
が
必
要
で
す
。
役
場
福
祉
課
が
出

前
講
座
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
内
容

・
認
知
症
の
症
状
と
正
し
い
接
し
方

・
認
知
症
予
防
に
つ
い
て

■
時
間

･

90
分
程
度

■
対
象

　

町
内
在
住
・
在
勤
の
人
な
ら
ど
な
た

で
も
参
加
可
能
で
す
。

■
そ
の
他

・ 

５
人
以
上
の
参
加
で
講
座
を
開
催
し

ま
す
。（
再
受
講
可
）

・ 

町
内
の
企
業
や
事
業
所
、
学
校
へ
も

伺
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
た
ら

　

受
講
終
了
後
に
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
証
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
お
渡
し

ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
た
ら
、

自
分
の
生
活
の
中
で
、
で
き
る
範
囲
の

こ
と
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、

「
通
学
時
や
仕
事
中
に
困
っ
て
い
る
人

が
い
た
ら
声
を
か
け
る
」、「
地
域
の
集

い
に
参
加
し
や
す
い
雰
囲
気
を
整
え

る
」
な
ど
、
個
人
で
も
団
体
活
動
で
も

さ
さ
い
な
こ
と
で
構
い
ま
せ
ん
。

　

養
成
講
座
の
開
設
を
希
望
す
る
団
体

や
こ
の
活
動
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
人

は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲小代中学校で行われた認知症サポーター養成講座の様子

▲オレンジリング
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けいじばんけいじばんカレンダーカレンダー 連　載連　載フォトニュースフォトニュース おしらせおしらせ

相談は
　こちらへ…

役場消費生活センター（町民課内）　℡ 0796・36・1941（直通）たじま消費者ホットライン　℡ 0796・23・1999※相談無料で秘密は厳守 !!

活活費費 相相談談

　　～誤配送？送り付け？～　　～誤配送？送り付け？～

【事例１】

　孫宛てに代金引換の荷物が届いた。以前

にも注文した荷物を受け取ったことがあっ

たので、孫がまた買い物したと思い込み、

12,000 円を支払って受け取った。

　夕方になり、孫が帰宅してから荷物を渡す

と「注文していないし、知らない業者だ」と

いう。荷物を引き取って返金して欲しい。

【事例２】

　私宛てに海外から荷物が届いた。中身を開

けてみると洋服が入っており、納品書や請求

書はない。受取拒否をしようと配達業者に連

絡したが、開封した荷物は拒否できないと言

われた。

　身に覚えがなく、受け取りたくない。

【ひとことアドバイス】

◆ 「送りつけなのか誤配送なのかわからない荷物を受け

取った」という相談が複数件、寄せられています。

◆ 代金引換の荷物が家族宛に届いたとき

　①必ず本人に確認してから受け取るようにしましょう。

　② すぐに本人に連絡がつかない場合は、宅配業者に保

管期間を確認し、一旦持ち帰ってもらいましょう。

　③ 代金を支払うと、間違いであった場合でも返金が困

難なことがあります。

◆うっかり荷物を受け取ってしまったとき

　①開封しないようにしましょう。

　②すぐに宅配業者に連絡をしましょう。

◆ もし、開封してしまっても、あきらめずに、消費生活

センターに相談してください。

③ ごみカレンダーの粗大ごみの日に、地区で決

められた場所に出してください。

注意点

① 町が収集できる粗大ごみの大きさ 0.9 ｍ×

1.8m × 0.5m 以下です。

※ 大きさが上記以上の場合は、クリーンパーク

北但（搬入可能な大きさ 1.5m × 2m × 1m

以下）へ直接持ち込んでください。処理手数

料が 10㎏ごとに 100 円が必要です。

② 大量にある場合など、自身で運搬できない時

は、許可業者へ依頼してください。（有料）

③ ごみステーションは皆さんが利用されます。

一度に大量に出すことは避けましょう。

④ 冷蔵庫、冷凍庫、エアコン、テレビ、洗濯機、

衣類乾燥機、パソコンは法律でリサイクルが

義務付けられていて、収集、持ち込みともに

できません。販売店などにご相談ください。

⑤ タイヤや原付自転車な

ども収集、持ち込みとも

にできません。販売店や

専門の処理業者に依頼

してください。

●
問

い
合
わせ先　役場

町
民

課

環
境
衛

生
からのお知
ら
せｅｃｏ

　春は転勤や入学などによる引っ越しや片付けによって

大量の粗大ごみが出ることがあります。

　そういった場合の粗大ごみの出し方や注意点は以下の

通りです。

粗大ごみの出し方

① 「ごみの分け方・出し方ハンドブック」で分別方法を

確認してください。

② 袋に入る場合は、燃やさないごみ袋に入れ、入らない

場合は粗大ごみシールを貼ってください。

引っ越しなどで出るゴミ引っ越しなどで出るゴミ

身に覚えのない荷物身に覚えのない荷物
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　1月 28 日、香住区御崎で百
も も て

手の儀式が行われま

した。これは、壇ノ浦の戦いで敗れた平家武将が同

地区に流れ着き、再興を図り武芸に励んだことを起

源とする伝統行事です。

　当日は、射手や矢持などの一行が平内神社へ向か

う坂道を「控え、控え、脇に寄れ」と声を張りながら、

練り歩きました。神社に到着すると射手の 3人が、

源氏の目に見立てた的に向かって弓を構え、101 本

の竹の矢を次々と放ちました。

　射手を務めた松上歩
あ ゆ む

夢さんは「的に当てるのが難

しかった」と語ってくれました。

　また、放たれた矢は魔除けになるといわれ、訪れ

た住民らは大切に持ち帰りました。

　1月 30 日、長井小学校でふるさと給食交流会が

開催されました。これは、同小学校が、町内 3つ

の学校給食センターに野菜を提供している生産者の

団体「長井ふれあい朝市グループ」を招き、給食で

交流を図るもので、今年で 5回目です。

　会では、給食を食べながら、野菜を育てるポイン

トや好きな野菜などについて、食事をしながら会話

に花を咲かせました。5年生の後垣遼
りょう

さんは「ハク

サイがとってもおいしい」とグループが丹精込めて

育てた地元野菜のごまあえを喜んで食べていました。

　また、この日は児童から生産者に感謝状が贈られ

たほか、野菜クイズなども行われ、子どもたちは、

生産者とふれあいました。

▲的を狙って竹の矢を放つ射手役の中学生

▲野菜作りの難しさを生産者に聞きながら給食を食べる児童

「控え、控え、脇に寄れ」　「控え、控え、脇に寄れ」　～百手の儀式～百手の儀式～～

おいしい地元野菜！生産者に感謝！　おいしい地元野菜！生産者に感謝！　～ふるさと給食交流会～～ふるさと給食交流会～

　1月 23日に村岡中学校、30日には香住第一中学

校で町長懇談会が行われ、浜上町長から町内の中学

3年生の全生徒に向けてメッセージが送られました。

30 日は、香住第一中と香住第二中の生徒と懇談。

町長は、町の課題は少子高齢化であることを説明し

た上で「高校、大学を卒業したら地元で活躍してほ

しい。都会で就職しても、学んだことを生かし、い

つかこの町の主力となることを期待します」と述べ

ました。

　その後、香住第二中の中瀬統
と う ま

間さんから、10 年

後の香美町について質問を受け「人口が減っても、

産業などにおいて現状が保てる仕組みを構築してい

きたい」と答えました。 ▲中学生から質問を受ける浜上町長

町内の中学生へエール　町内の中学生へエール　～町長懇談会～～町長懇談会～
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けいじばんけいじばんカレンダーカレンダー フォトニュースフォトニュース お知らせお知らせ連　載連　載

　2月 1 日と 2 日の 2日間にわたり、小代健康公

園で兵庫県雪合戦大会が行われ、5府県から53チー

ムが参加しました。

　試合は、より多くの相手に球を当てるか、敵陣に

ある旗を奪ったチームの勝利となります。今回は積

雪が少なかったこともあり、雪球の代わりに屋内用

の公式球を使用してゲームがスタート。選手は球に

当たらないよう、コート内にある 7つのシェルター

に身を隠しながら、隙を狙って、力強い球を投げ込

みました。

　ジュニアの部で優勝した村岡小Ａの西村暖
はる

さんは

「みんなが状況を考えて動けたことで勝てました」

と喜びを語ってくれました。 ▲相手目掛けて公式球を投げる選手

ぶつけ合う球・戦術・闘志　ぶつけ合う球・戦術・闘志　～兵庫県雪合戦大会～～兵庫県雪合戦大会～

「鬼が来たぞ～！！」　「鬼が来たぞ～！！」　～節分行事～～節分行事～

　2月 3日、節分に合わせて、小代区大谷・城山地

区の地元青壮年で構成される「なんぞうしょう会」

の会員が、赤鬼、青鬼、福の神に扮し、小学生以下

の子どもがいる家庭などを訪問しました。

　会員は、太鼓を鳴らしながら練り歩き、家に到着

すると「鬼が来たぞ」と声をあげて侵入。子どもた

ちは、泣き出したり、逃げたり、豆をまいたりと反

応はそれぞれ。なんとか退治すると、福の神が現れ

「拭くの紙です」と箱ティッシュを渡していきました。

　同会代表の田野俊
とし の り

典さんは「毎年、地域の子ども

の反応と成長が見れてうれしい」と笑顔でした。

　会員は 1日にも、区内の旅館などを訪問し、宿

泊客などを楽しませました。 ▲鬼たちに捕まり、泣き出す子ども

　2月 2日、香住区中央公民館で地域医療フォーラ

ムが開催され、約 200 人が来場しました。

　フォーラムの中では「写真が語る、いのちのバト

ンリレー～みとり、在宅医療の現場から～」と題し

た講演会が行われ、神戸市出身のフォトジャーナリ

スト、國森康弘さんが講師として登壇しました。

　國森さんは、家族に「ありがとう。ありがとう」

と声を掛けられつつ亡くなった、高齢者の写真を紹

介しながら「周りに大切な人が寄り添い、別れや感

謝を交わしながらみんなで見送る。そんな世代を超

えた温かい死を伝えたい」と優しく語ってくれまし

た。

▲自ら現地で撮影した写真を紹介しながら語る國森さん

温かい死で受け継がれる、いのちのバトン　温かい死で受け継がれる、いのちのバトン　～地域医療フォーラム～～地域医療フォーラム～
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募　
　

集

募　
　

集

令
和
２
年
度
国
税
専
門
官

令
和
２
年
度
国
税
専
門
官

開　
　

催

開　
　

催

令
和
２
年
度
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

令
和
２
年
度
労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

申
込
受
付
期
間

３
月
27
日
（
金
）
〜
4
月
８
日
（
水
）

申
込
方
法

原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

  http
://w
w
w
.jinji-shiken.g

o
.jp
/juken.

htm
l

受
験
資
格
・
試
験
日
な
ど

　

国
税
庁
Ｈ
Ｐ
の
「
採
用
案
内
」
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
 https://w

w
w
.nta.g

o.jp
問
い
合
わ
せ
先

大
阪
国
税
局
人
事
第
二
課

　

06
・
６
９
４
１
・
５
３
３
１

豊
岡
税
務
署
総
務
課

　

０
７
９
６
・
22
・
２
１
０
１
（
音
声
案
内

に
従
い
「
2
」
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
）

春
の
植
物
観
察
会

春
の
植
物
観
察
会

　

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但
の
里
山
を
ト
レ
ッ

キ
ン
グ
し
て
、
ス
プ
リ
ン
グ
・
エ
フ
ェ
メ
ラ

ル
（
春
の
妖
精
）
と
呼
ば
れ
る
花
や
虫
を
観

察
し
ま
す
。
ま
た
、
見
つ
け
た
山
菜
は
天
ぷ

ら
に
し
て
食
べ
ま
す
。
里
山
の
春
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

と
き

４
月
26
日
（
日
）

午
前
９
時
集
合
、
午
後
１
時
頃
解
散

と
こ
ろ

ク
リ
ー
ン
パ
ー
ク
北
但 

里
山
・
多
目
的
工

房
（
豊
岡
市
竹
野
町
坊
岡
９
４
３
）

定
員

30
人

※ 

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
新
規
参
加
者
を

優
先

参
加
費

無
料申

込
方
法

　

参
加
者
の
氏
名
・
年
齢
・
住
所
・
電
話
番

号
を
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
も
し
く
は
電
子
メ
ー
ル

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

４
月
２
日
（
木
）
〜
４
月
17
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

北
但
行
政
事
務
組
合
環
境
課
（
豊
岡
市
竹
野

町
坊
岡
９
４
３
）

申
込
受
付
期
間

３
月
27
日
（
金
）
〜
4
月
８
日
（
水
）

申
込
方
法

原
則
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

  http
://w
w
w
.jinji-shiken.g

o
.jp
/juken.

htm
l

受
験
資
格
・
試
験
日
な
ど

　

厚
生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
の
「
労
働
基
準
監
督
官

採
用
試
験
」
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

 https://w
w
w
.m
hlw
.g
o.jp

問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
労
働
局

　

０
７
８
・
３
６
７
・
９
０
０
０

兵
庫
県
警
察
官

兵
庫
県
警
察
官

　

美
方
警
察
署
、
香
住
警
部
派
出
所
お
よ
び

村
岡
警
部
派
出
所
で
、
受
験
申
込
書
の
配
布

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
受
験
希
望
者
に
対
す
る
業
務
説
明

会
も
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
受
付
期
限

電
子
申
請　

４
月
９
日
（
木
）
ま
で

郵
送
・
持
参　

４
月
２
日
（
木
）
ま
で

採
用
予
定
人
数

一
般
区
分　

男
性　

２
１
２
人

　
　
　
　
　

女
性　

35
人

特
別
区
分　

男
女
不
問　

10
人

試
験
日

５
月
９
日
（
土
）

提
出
先

郵
送　

兵
庫
県
警
察
官
採
用
セ
ン
タ
ー

　

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
５
‐
４
‐
１

　

０
７
８
・
３
７
１
・
４
５
１
５

持
参　

美
方
警
察
署

　

美
方
郡
新
温
泉
町
戸
田
37

　

０
７
９
６
・
82
・
０
１
１
０

問
い
合
わ
せ
先

美
方
警
察
署

＆
新
緑
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

＆
新
緑
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

　

心
肺
停
止
と
な
っ
た
男
性
に
救
命
活
動
を

行
っ
た
、
香
住
区
の
橋
本
和
子
さ
ん
、
同
区

の
安
田
茂
さ
ん
、
同
区
の
駒
居
庸
民
さ
ん
、

中
村
智
彦
さ
ん
に
美
方
広
域
消
防
本
部
か
ら
、

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
24
日
、
香
住
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
で
卓
球
教
室
に
参
加
し
て
い
た
男
性
が

突
然
倒
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、
教
室
に
参
加
し
て
い
た
安
田
さ

ん
が
、
胸
骨
圧
迫
を
開
始
し
、
橋
本
さ
ん
が

事
務
所
に
連
絡
。
知
ら
せ
を
受
け
た
中
村
さ

ん
が
１
１
９
番
通
報
を
行
い
、
胸
骨
圧
迫
を

交
代
し
ま
し
た
。
ま
た
駒
居
さ
ん
は
、
自
動

体
外
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
準
備
。
使
用

し
か
け
た
時
に
救
急
隊
が
到
着
し
、
救
命
措

置
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
男
性
は
心
拍
・
呼
吸
と
も
に
再

開
し
、
４
日
後
に
は
搬
送
さ
れ
た
病
院
を
後

遺
症
な
し
に
退
院
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

応
急
手
当
実
施
者
に

応
急
手
当
実
施
者
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

▲ 感謝状を受けた中村さん、駒居さん、安田さん、橋
本さん（右から順）
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相
談
内
容

国
、県
、町
な
ど
の
仕
事
の
中
で
、苦
情
、困
っ

て
い
る
こ
と
、
要
望
、
措
置
に
納
得
が
い
か

な
い
な
ど
の
不
満
や
相
談
な
ど

と
き
・
と
こ
ろ

①
４
月
14
日
（
火
）
13
時
30
分
〜
16
時

　

香
住
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

② 

４
月
９
日
（
木
）
13
時
30
分
〜
16
時

　

村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

③
４
月
１
日
（
水
）
13
時
30
分
〜
16
時

　

小
代
い
こ
い
の
里

問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
課

行
政
相
談

行
政
相
談

と
き
・
と
こ
ろ

４
月
18
日
（
土
）
13
時
30
分
〜
16
時

豊
岡
市
民
プ
ラ
ザ
（
ア
イ
テ
ィ
７
階
）

内
容

土
地
建
物
登
記
、
土
地
境
界
に
関
す
る
相
談

問
い
合
わ
せ
（
申
し
込
み
）
先

兵
庫
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
但
馬
支
部

℡
０
７
９
６
・
23
・
３
８
６
０

（
前
日
の
17
時
ま
で
に
）

土
地
家
屋
調
査
士

土
地
家
屋
調
査
士  
無
料
相
談
会
（
要
予
約
）

無
料
相
談
会
（
要
予
約
）

　

県
内
の
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
最
低
賃
金
は
、
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
す
べ
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

改
正
後
の
金
額

　

▽
塗
料
製
造
業
＝
９
７
０
円

　

▽
鉄
鋼
業
＝
９
６
３
円

　

▽ 

は
ん
用
機
械
器
具
製
造
業
、
生
産
用
機

械
器
具
製
造
業
、
業
務
用
機
械
器
具
製

造
業
＝
９
４
２
円

　

▽ 

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
製

造
業
、
電
気
機
械
器
具
製
造
業
、
情
報

通
信
機
械
器
具
製
造
業
＝
９
０
０
円

　

▽
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
＝
９
７
５
円

　

▽ 

計
量
器
・
測
定
器
・
分
析
機
器
・
試
験
機

・
測
量
機
械
器
具
製
造
業
＝
９
０
１
円

　

▽
自
動
車
小
売
業
＝
９
０
１
円

問
い
合
わ
せ
先

兵
庫
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

０
７
８
・
３
６
７
・
９
１
５
４

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

人
権
相
談

人
権
相
談

相
談
内
容

家
庭
や
学
校
、
地
域
で
の
人
権
に
関
す
る
困

り
ご
と
、
心
配
ご
と

と
き
・
と
こ
ろ

① 

４
月
14
日
（
火
）
13
時
30
分
〜
16
時

　

香
住
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

② 

４
月
８
日
（
水
）
13
時
30
分
〜
16
時

　

村
岡
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

③ 

４
月
１
日
（
水
）
13
時
30
分
〜
16
時

　

小
代
い
こ
い
の
里

問
い
合
わ
せ
先

役
場
町
民
課

と
き
・
と
こ
ろ

３
月
25
日
（
水
）、
４
月
８
日
（
水
）

い
ず
れ
も
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

役
場
本
庁
舎
、
村
岡
地
域
局
、
小
代
地
域
局

相
談
者

精
神
保
健
福
祉
士
、
相
談
支
援
専
門
員

問
い
合
わ
せ
（
予
約
）
先

役
場
福
祉
課

こ
こ
ろ
と
体
の
な
や
み
相
談
（
要
予
約
）

こ
こ
ろ
と
体
の
な
や
み
相
談
（
要
予
約
）

℡
０
７
９
６
・
21
・
９
１
１
０

ｆ
０
７
９
６
・
21
・
９
１
０
２

Ｍhokutan@
snow

.ocn.ne.jp

兵
庫
県
特
定
（
産
業
別
）

兵
庫
県
特
定
（
産
業
別
）

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の

駆
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

駆
除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
北
ア
メ
リ
カ
原
産

の
特
定
外
来
生
物
で
、
５
月
〜
７
月
に
か
け

て
開
花
し
ま
す
。

香
美
町
の
名
品
に
本
年
度
は

香
美
町
の
名
品
に
本
年
度
は
3030
商
品
が
認
定

商
品
が
認
定

　

河
原
や
道
路
沿
い
で
よ
く
見
ら
れ
る
綺
麗

な
花
で
す
が
、
繁
殖
力
が
非
常
に
強
く
、
在

来
種
を
追
い
や
る
な
ど
生
態
系
に
重
要
な
影

響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
植
物
で
す
の
で
、

自
宅
な
ど
で
発
見
し
た
場
合
は
、
次
の
と
お

り
駆
除
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力

を
お
願
し
ま
す
。

①
根
ご
と
抜
き
取
る
。

② 

袋
に
入
れ
て
、
天
日
で
さ
ら
し
、
枯
死
さ

せ
る
。

　

（ 

生
き
た
ま
ま
運
搬
す
る
こ
と
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。）

③ 

各
自
治
体
の
ゴ
ミ
分
別
方
法
に
従
っ
て
処

分
す
る
。

●
問
い
合
わ
せ
先

但
馬
県
民
局
地
域
政
策
室
環
境
課

　

０
７
９
６
・
26
・
３
６
５
１

　

香
美
町
の
名
品
と
は
、
町
商
工
会
が
町
内

で
製
造
さ
れ
た
加
工
食
品
ま
た
は
町
内
で
生

産
さ
れ
た
原
料
を
使
用
し
た
加
工
食
品
を
ブ

ラ
ン
ド
名
「
香
美
町
の
名
品
」
と
し
て
認
定

す
る
も
の
で
、
認
知
度
向
上
、
販
売
促
進
・

販
路
開
拓
な
ど
を
支
援
す
る
取
組
で
す
。

　

令
和
元
年
度
は
30
商
品
（
農
産
物
11
商
品
、

海
産
物
19
商
品
）
の
認
定
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
で
昨
年
度
と
併
せ
、
54
商
品
（
農
産
物

21
商
品
、
海
産
物
33
商
品
）
を
認
定
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

香
美
町
商
工
会

　

０
７
９
６
・
36
・
０
１
２
３

FAXFAX
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※上記予定は開催の有無が変わる場合があります。
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（令和 2年 2月 20日現在、順不同）

　県下でライフジャケットを正しく着用していれ

ば助かった可能性のある落水事故が発生していま

す。

　出漁する人はもちろんのこと、岸壁などで釣り

をする人やカヌーに乗る人、川遊びする人なども

安全確保のためにライフジャケットを着用してく

ださい。

　一般的な固定式ライフジャケットの着用の仕方

は次のとおりです。

①両腕をライフジャケットに通す。

② 前のファスナーを締める。

　 （ベルトやファスナーの有

無はライフジャケットに

よって異なる。）

③肩、横のベルトを締める。

④ 股下のベルトがある場合

は、必ず通す。

　正しく装着しないと、落

水した時の衝撃などで脱げ

てしまうことがあります。

ライフジャケットの肩を持

ち上げて、ずり上がらない

か、適切に着用できている

か、確認しましょう。

●問い合わせ先

香住海上保安署

　 0796・36・4999

　　香住海上保安署・但馬漁協・兵庫県水難救済会から香住海上保安署・但馬漁協・兵庫県水難救済会から

ライフジャケット装着のお願いライフジャケット装着のお願い

健康情報テレホンサービス健康情報テレホンサービス

　県保険医協会では、曜日ごとにテーマを変えて

24時間いつでも健康・医療情報を提供しています。

テレホンサービス　

　 0120・979・451（通話料無料）

問い合わせ先　

兵庫県保険医協会事務局

　 078・393・1840
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一
枚
の
枯
葉
は
く
も
の
巣
に
か
か
り
落
ち
ゆ
く
先
も
選
べ
ぬ

の
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
本 

道
代

北
風
は
海
か
ら
陸
へ
と
吹
き
ぬ
け
て
電
線
ゆ
ら
し
「
ヒ
ュ
ー

ヒ
ュ
ー
」
と
泣
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
西 

弘

子
や
孫
に
思
い
馳
せ
つ
つ
暮
ら
し
ゆ
く
わ
が
身
に
積
も
る
老

は
忘
れ
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
端 

幸
代

吾
と
姉
と
同
じ
人
か
と
問
わ
れ
い
て
写
真
ア
プ
リ
に
手
は
浮

い
た
ま
ま　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
西 

松
子

体
調
に
不
安
か
か
え
つ
仕
事
せ
り
宿
の
老
い
松
も
倒
れ
か

か
っ
て
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
田 
冨
美
代

訓
谷
の
砂
嘴
に
自
生
せ
し
浜
防
風
今
は
絶
え
は
て
浜
ぐ
み
の

み
の
こ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

滝
本 

正
直

庭
先
の
桜
の
蕾
一
日
と
開
花
の
時
を
夢
見
乙
女
に　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村 

憲
代

終
活
の
手
始
め
に
友
は
免
許
証
返
納
を
決
意
し
た
と
言
ふ
な

り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田 

明
美

夫
も
子
ら
も
海
辺
の
こ
こ
が
ふ
る
さ
と
な
り
い
ば
っ
て
い
て

も
わ
れ
は
よ
そ
も
の　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原 

町
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
掲
載
は
氏
名
の
五
十
音
順
）

　
　

◆
定
例
会　

（
香
住
区
中
央
公
民
館
）

　
　
　

毎
月
第
二
木
曜
日　

　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

　介護保険のおはなし 4回目は、介護認定審査会につ

いてご紹介します。

介護認定審査会とは

●概要

　医療、保健、福祉に関する学識経験者 5人が審査

員として一合議体を構成していて、本町では 5つの

合議体があります。

　対象者にどれくらいの介護が必要か全国一律の基準

に基づき審査し、要介護状態区分が決められます。

●流れ

・一次判定

　認定調査票（基本調査 74項目）と、主治医意見書

をコンピュータで処理し、一次判定を出します。

・審査会資料の配付

　一次判定資料と、認定調査票（特記事項）・主治医

意見書の写しを審査会資料として審査員に配付します。

・審査会

　① 一次判定の確定：認定調査の内容を確認し、不備

があれば修正します。

　② 二次判定：一次判定で評価しきれない介護の手間

を、認定調査票（特記事項）と主治医意見書から

審査し、要介護度を判定します。

　③その他：認定有効期間などを検討します。

●認定

　介護認定審査会の結果に基づき町が要介護認定を行

います。

　本町では年間 48 回開催しており、1回の審査件数

は最大で 35件です。昨年度はおよそ 1,200 件の審査

判定を行いました。

　第 5回は、認定を受けた後のサービス利用について

です。

介介護保険のおはなしおはなし

第４回　介護認定審査会について

香
住
短
歌
会
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行政区 氏名 性別 保護者 出生日行政区 氏名 性別 年齢 死亡日

※ このコーナーは、1.21 ～ 2.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

※ このコーナーは、1.21 ～ 2.20 の届出分の内、
　承諾を得た人のみ掲載しています（敬称略）。

まちのうごき
（令和 2年 2月 1日現在）

人　口 17,309 人　（－ 29）

男 8,261 人　（－ 15）

女 9,048 人　（－ 14）

世帯数 6,499 世帯（ 0）

（　）内は前月比

■編集後記■

　1月は行く、2月は逃げる、3月は去るとよく

いわれますが、はや年度末となりました。

　表紙の写真は 2月 7日に行われた、射添小学

校のスキー教室の写真です。今年は、まれにみる

暖冬の影響で、積雪が少なく、スキー教室を断念

しなければならない町内の小・中学校がありまし

た。

　同校も第一回の教室は中止。今年の開催が危ぶ

まれる中で、2月初め、恵みの雪がゲレンデを包

んでくれました。

　子どもたちは待ちに待ったスキーを堪能し、本

当にうれしそうでしたよ。やっぱり、ふるさとの

自然が大好きなんですね。（よしだ）

◆広報「ふるさと香美」に広告を掲載しませんか◆
●広告スペース　この記事の大きさ
●色　　　　　　モノクロ
●広告料　　　　1枠　5,000 円／号
●発行部数　　　約 7,100 部
● 申込方法　　　申込書に必要事項を記入し、広告
原稿を添えて提出してください。原稿案は、紙
面に印刷した物でもお受けしますが、なるべく、
CD-ROMなどの磁気媒体でデータでの提出をお願
いします。なお、掲載希望月の 2カ月前の月末ま
でに提出してください。
●問い合わせ先　役場企画課

DVDV（ドメスティックバイオレンス）（ドメスティックバイオレンス）は犯罪です！は犯罪です！

　配偶者やパートナーなどから身体的暴力や言

葉の暴力を受けていませんか。一人で悩まずご

相談ください。

●ＤＶ相談ダイヤル

　 0570・0・55210

（最寄りの相談窓口を案内しま

す。）

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。

　この記事につきましては、関係者の皆

さんにホームページ上での公開承諾を得

ておりませんので、個人情報保護により

ホームページ上での掲載を控えさせてい

ただきます。
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669 -6592　

兵
庫
県
美
方
郡
香
美
町
香
住
区
香
住
870の

１

TEL 0796・
36 ・

1111　
FAX 0796・

36・
3809

電
子
メ
ー
ル
　
info@town.mikata-kami.lg.jp

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
https://www.town.mikata-kami.lg.jp

行政放送が聞き取れなかっ

た場合はお電話ください。

専用電話番号

0120・63・1210

（通話料無料）

総　務　課　36・1111

財　政　課　36・1942

企　画　課　36・1962

防災安全課　36・1190

税　務　課　36・1113

会　計　課　36・4321

町　民　課　36・1110

 消費生活センター　36・1941

健　康　課　36・1114

福　祉　課　36・1964

 いきいき相談センター　36・4004

農林水産課　36・0846

観光商工課　36・3355

建　設　課　36・1961

上下水道課　36・0420

議会事務局　36・1963

村岡地域局　94・0321( 代表 )

小代地域局　97・3111( 代表 )

教育委員会　94・0101

香住区中央公民館（香住区生涯学習センター）

　　　　　　36・3764

村岡区中央公民館　98・1366

小代地区公民館（小代区地域連携センター）

　　　　　　97・3966

公立香住病院　36・1166

公立村岡病院　94・0111

香住老人福祉センター

　　　　　　　36・5008

村岡老人福祉センター

　　　　　　　98・1000

小代高齢者生活支援センター

　　　　　　　97・2202

（すべての施設の市外局番：0796）

ホームページ

援助や配慮を必要とする人

のためのマークです。詳し

くは役場福祉課へ。

ヘルプマーク

ふ
る
さ
と
香
美
（
第
180

号
）
令
和
2
年
3
月
12
日
発
行

発
行
／
兵
庫
県
香
美
町
　
企
画
編
集
／
企
画
課

おさかな通信
香美町

魚
とと

の弐拾四…
　魚食普及と香美町の魚

　皆さん、こんにちは。「香美町とと活隊」隊長の濱上栄作です。

２年間にわたり、本誌で「香美町おさかな通信」と題して、

本町の魚を各隊員が紹介してきましたが、今月号がいよいよ

最終回となりました。今回は、香美町とと活隊がどんな未

来を描き、魚食普及活動を推進していくのか、現在の想い

をつづります。

　

平
成
26
年
４
月
に
全
国
で
初
め
て
「
香
美

町
魚
食
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
条
例
」（
香

美
町
と
と
条
例
）
が
施
行
さ
れ
、
そ
し
て
そ

れ
に
併
せ
て
香
美
町
と
と
活
隊
が
発
足
し
、

６
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
先
月
、
と

と
活
隊
の
会
議
で
未
来
の
香
美
町
と
と
活
隊

が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
各
隊
員
に
聞
い
て
み

ま
し
た
。

　

「 

と
と
活
隊
の
活
動
を
見
て
、
魚
を
食
べ

よ
う
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ

ば
い
い
な
」

　

「 

今
の
活
動
を
通
じ
て
、
郷
土
愛
が
高
ま

り
、
魚
を
食
べ
て
も
ら
う
習
慣
が
少
し

で
も
広
が
っ
て
ほ
し
い
」

　

「 
と
と
活
隊
の
雰
囲
気
っ
て
す
ご
く
い
い

よ
ね
。
楽
し
く
仲
良
く
魚
の
ま
ち
を
広

め
て
い
き
た
い
」

　

「 

子
ど
も
た
ち
が
魚
の
味
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
活
動
し
て
い
き
た
い
」

　

「 

魚
の
こ
と
を
も
っ
と
勉
強
し
て
、
子
ど

も
た
ち
に
伝
え
て
い
け
る
よ
う
に
な
り

た
い
」

　

「
干
物
の
消
費
が
増
え
て
ほ
し
い
」

　

「 

と
と
活
隊
の
終
わ
り
は
、
本
町
に
魚
が

な
く
な
っ
た
と
き
。
魚
が
あ
る
限
り
は

食
べ
て
、
活
動
を
す
る
こ
と
が
と
と
活

隊
の
役
割
。
漁
師
、
加
工
店
な
ど
み
ん

な
が
協
力
し
て
い
け
る
町
に
な
っ
て
ほ

し
い
」

　

こ
の
町
に
は
、
過
酷
な
自
然
環
境
の
中
で

魚
を
漁
獲
す
る
人
た
ち
、
そ
れ
を
流
通
さ
せ

る
人
た
ち
が
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
苦
労

の
賜
物
で
あ
る
新
鮮
な
海
の
幸
に
は
、
さ
ば

く
楽
し
さ
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
お
い
し
さ

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
皆
さ
ん
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
想
い
を
胸
に
、
今
後

も
隊
員
み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
活
動
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
、
ど
ん
な
魚
食
の
未
来
が
見

え
て
い
ま
す
か
？

　

広
報
ふ
る
さ
と
香
美
４
月
号
か
ら
は
、

本
町
の
学
校
給
食
や
ふ
る
さ
と
の
食
材
、

そ
の
レ
シ
ピ
に
つ
い
て
ご
紹
介
す
る

「
ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
」
を
掲
載
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
２
年
間
、
ご
愛
読
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
香
美

町
と
と
活
隊
へ
の
ご
意
見
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

あ
れ
ば
、
役
場
企
画
課
「
広
報
ふ
る
さ
と
香

美
」
担
当
者
宛
て
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
わ
り

▲ 香住第一中で行われた「中学生のふるさと魚料理実習」
今後も依頼があれば各地で実習を開催していきます


